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１．序論 

(１)研究背景 

	 近年、後継者不足により消滅の危機に瀕している

伝統芸能が少なくなく、その保存と振興の緊急性は

極めて高いものとなっている。伝統芸能を含む無形

文化を保護する仕組みとして、国内には文化財保護

法、国際的にはユネスコの無形文化遺産の保護に関

する条約がある。文化財保護法における重要無形文

化財で重要なのは古典文化財としての芸術的価値で

あり保存に重きが置かれるが、ユネスコ無形文化遺

産の本質はコミュニティであり変化も文化の本質の

一部に置かれている。以上から、同じ無形文化を保

護する枠組みであってもその立場は様々であると言

える。	

本研究の研究対象である組踊は 1719 年に琉球王

国の宮廷芸能として創始され、今日まで伝承されて

きた沖縄県の伝統芸能であり、本土復帰の年である

1972 年に国の重要無形文化財に指定され、2010 年に

ユネスコの「人類の無形文化遺産の代表的な一覧表

リスト」に記載されている。2004 年の国立劇場おき

なわ(図 1)開場に伴い組踊の定期的な公演が可能と

なり、組踊史上初めての「舞台芸術」としての組踊

伝承が始まる他、文化資源活用の模索が開始される

など、近年新しい動向の見られる伝統芸能であり、

今後の伝承のあり方について検討する必要がある。	

 
図１ 国立劇場おきなわ 

（2）研究の目的 

	 本研究は、近年の組踊に関する動向と近年の組踊

上演作品の変遷を把握し、組踊伝承の変遷の明らか

にすることで、組踊及び古典芸能の伝承の展望を検

討することを目的とする。	

（3）本研究の位置付け 

 無形文化に関する研究で伝統芸能の伝承に焦点を
当てた研究は蓄積が少ない。一方、組踊に関する研

究は、写本、歴史に関する研究が中心であり近年の

組踊伝承について研究の蓄積がない。以上から本研

究は組踊伝承の変遷について明らかにし、伝統芸能

の継承について検討するという点で新規性があると

言える。	

（4）論文の構成と研究の方法 

 序論では研究の概要を述べた。第 2 章では、資料
調査およびヒアリング調査(表 1)により組踊の概要

と組踊伝承の歴史について述べ、組踊伝承の全体像

を把握した。第3章では、地元紙(沖縄タイムス、琉

球新報)に掲載された組踊に関する記事 3300 件の分

析から、国立劇場おきなわ開場前後の近年の組踊伝

承の動向について把握した。第4章では、1998 年度

〜2015 年度の過去 18 年間の組踊上演作品の変遷に

ついて、組踊種別ごとの上演回数の変遷から分析を

行った。第 5 章では、近年の組踊伝承の特徴とも言

える新作組踊の創作と上演の傾向を組踊の内容と演

出から明らかにした。第 6章では第 2章から第 5章

を踏まえ、近年の組踊伝承の変遷を明らかにし、組

踊伝承及び伝統芸能の伝承の展望を検討した。	

表１ ヒアリング対象一覧 

 
 

２．組踊の概要と組踊伝承の歴史 

（１）組踊の概要 

	 組踊は 1719 年に踊奉行注1)・玉城朝薫により創始

された舞踊、音楽、せりふで構成される沖縄の伝統

楽劇であり、中国からの冊封使を歓迎する御冠船芸

能として琉球王国の役人により演じられていた宮廷
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芸能である 1)。せりふは「八八八六」の琉歌の形式

で唱えられ、音楽には琉球古典楽器が用いられる。

「組踊を聴く」という言葉があるが 2)、総合舞台芸

術でありながら組踊を「観る」のではなく「聴く」

と称している点に、組踊の聴覚的要素が沖縄の人々

にとって重要であったとことが推測される。現在に

伝わる組踊は約七十番とされており 3)、物語の内容

から「敵討物」と「世話物」の２つに分類できるが注

2)、親に孝、夫に節操、人間関係の義理を重んずると

いう儒教思想が描かれている点は両者の共通点であ

り、これには中国に対し琉球王国が儒教思想に優れ

た国であることを印象付けるという目的があった。

組踊は 1719 年の初演より 1866 年まで首里城で上演

された(図 2)。	

 

図２ 首里城で行われた御冠船踊の様子 

（２）組踊伝承の歴史  

（i）琉球処分〜重要無形文化財指定(1979〜1972年)	

	 琉球処分に伴う廃藩置県は、宮廷芸能であった組

踊の上演機会の喪失を意味する。上演の場を失った

組踊は市井の芝居小屋で伝承されていくことになり、

明治以後の組踊は没落武士が生活の糧を得るための

商業演劇へと変化した。その後 1945 年の沖縄戦で台

本が焼失し上演が途絶えてしまうなど、政治的・社

会的要因を背景に伝承の危機に見舞われながら組踊

は細々と伝承されていた。伝承の転機となったのは

1972年の本土復帰に伴う国の重要無形文化財指定で

ある。指定以降は国庫補助金による伝承者養成が開

始されるなど 4)、文化財としての組踊伝承が開始さ

れる。	

（ii）国立組踊劇場誘致活動時代(1974 年〜2003 年)	

	 表 2 は文化財指定以降の組踊伝承に関する課題を

まとめたものである。課題の中でも専用の劇場がな

いことによる組踊公演の質の低下と、戦後の組踊伝

承を支えてきた保持者の高齢化に伴う後継者養成が

急務であった。このような背景が国立組踊劇場誘致

活動へと繋がっていく。	

表２ 組踊等沖縄伝統芸能の課題の分類 

(三和総合研究所(1998)より作表) 

 

（iii）	国立劇場おきなわ開場(2004 年以降)	

	 2004年組踊関係者の悲願であった国立劇場おきな

わが沖縄県浦添市に開場した。組踊伝承に関わる変

化として、○1国立劇場おきなわ自主公演開始に伴う

組踊の定期公演の開始、○2国立劇場おきなわ組踊研

修生(後継者養成事業)の開始が挙げられる。また、

劇場の開場は、宮廷芸能として創始され商業演劇、

文化財という変遷を辿ってきた組踊の、舞台芸術と

しての伝承の開始を意味する。	

	

３. 地元紙にみる組踊に関する報道の変化 

（１）調査対象・記事件数の変遷と記事内容 

(i)	調査対象	

	 調査対象は、「沖縄タイムス記事データベース」「琉

球データベース」を用い1997 年以降の見出しに組踊

を含む記事を抽出し、1996 年度 1 月〜2016 年度 12

月に掲載された、沖縄タイムス 1873 件、琉球新報

1427 件、合計 3300 件を調査対象とした注3)。記事の

分析に当たり、組踊に関連する出来事を踏まえ、対

象期間 20 年間を 3つの時期区分に分類した(表 3)。	

表３ 年代の分類(時期区分) 

 

(ii)	記事件数の変遷と記事内容	

	 沖縄タイムスと琉球新報の記事件数を比較すると、

特集記事の掲載などによりに差が見られた年度があ

ったが注4)、第 III 期以降はほぼ同様の曲線を描いて

いる(図 3)。2010 年度に組踊がユネスコ無形文化遺

産代表リストに記載された際、記事件数が両紙とも

増加しているがその後再び減少傾向にあることから、

組踊が地元民の関心を集めたのは一時的な動向であ

ったと言える注5)。	

	 対象記事 3300 件の記事内容は、6グループ 14カ

テゴリー(表 4)に分類することができた。古典組踊

は琉球王朝時代に創作され今日まで伝承されてきた

作品群、復活組踊は琉球王朝時代に創作されたが長
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年廃絶しており近年になり復曲された作品群注6)、新

作組踊は昭和時代以降に創作された作品群を指す。	

 

図３ 組踊に関する記事件数の変遷 

表４ 記事内容の分類一覧 

 
※記事により重複あり 

（２）組踊の演目・公演に関する記事(古典・復活・

新作) 

（i）第 I期(1997 年 1月〜2004 年 3月)	

	 古典組踊と復活組踊公演の質に関する批判的な記

事が見られた 5)。新作組踊に関する記事は 295 件中

15件のみであり、その内容は大城立裕氏による新作

組踊の発表と 2003 年の沖縄県立芸術大学学生・OB

による新作組踊公演に関する記事であった。	

（ii）第 II期(2004 年 4月〜2010 年 3月)	

	 第 II 期においては組踊公演を評価する記事が増

加する 6)。復活組踊は第 I 期より継続して復活組踊

公演に関する記事が掲載されていた他、復曲された

演目を含む 29題が台本として刊行された 7)	 。新作

組踊の記事は 110 件掲載されており増加した。	

（iii）第 III 期(2010 年 4月〜2016 年 12 月)	

	 古典組踊の県外・海外公演に関する記事は第 I 期

では 41 件、第 II 期では 25 件であったのに対し第

III 期は 80件であり多く見られた注6)。女性立方によ

る組踊公演に関する記事が22件見られた。復活組踊

は 2014 年度で復曲を一旦終了し、2015 年度より既

に復曲した演目の再演に力を入れていることがわか

った。新作組踊に関する記事は181 件であり第 II期

に引き続き増加傾向にある一方で、新しい演出に関

して「新作組踊は組踊と言えるのか」といった論争

が見られることがわかった 8)。	

（３）後継者養成と国立劇場おきなわに関する記事 

（i）第 I期(1997 年 1月〜2004 年 3月)	

	 第 I 期において最も大きな課題とされていたのが、

組踊の伝承者不足であり、その他に組踊だけで生計

が立てることが出来ず芸に集中出来ないという実演

家を取り巻く環境の改善も求められていた 9)。また、

国立組踊劇場誘致活動に関する記事も多く見られた。	

（ii）第 II期(2004 年 4月〜2010 年 3月)	

	 第 I 期で課題とされていた伝承者養成に関して、

第 II 期は国立劇場おきなわ開場に伴い組踊研修生

(後継者養成事業)が開始された。一方で、国立劇場

おきなわの集客率が低いという課題がみられた 10)。	

（iii）第 III 期(2010 年 4月〜2016 年 12 月)	

	 第 III 期になると、国立劇場おきなわ組踊研修修

了生の活躍が記事から確認できることから、劇場開

場以降、伝承者養成が促進していると言える。また、

国立劇場おきなわの集客率は2014年には入場率7割

を達成した他、2015 年には過去最高の入場者数を記

録するなど、開場から10年が経過し劇場運営が軌道

に乗りつつあることが伺える。	

（４）小括 

 組踊の演目に関しては従来の古典に加え復活組踊、

新作組踊の上演が見られ演目の多様化が見られた。

組踊の演者は、従来の伝承者と保持者に加え国立劇

場おきなわ組踊研修修了生や女性立方の活躍が見ら

れたことから劇場開場以降、実演家が多層化したと

言える。	

 

４. 近年の組踊上演作品の変遷 

（１）調査対象 

	 調査対象は国立劇場おきなわ事業報告書、伝統組

踊保存会記念誌、沖縄タイムス・琉球新報より抽出

した○1伝統組踊保存会、○2国立劇場おきなわ、○3県

内芸能団体により上演された 1998 年度〜2015 年度

の組踊 901 公演とした。表 5 は各主催団体の組踊公

演の中に公演区分を示したものである。公演区分に

より上演される組踊が異なることが分かる。	
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表５ 公演区分と上演組踊一覧 

 

（２）組踊 901 公演の概要 

	 図 4 は調査対象 901 公演を時期区分ごとに示した
ものである。古典組踊の上演が他 2 種の組踊と比較

し多く、新作組踊は第II期以降上演回数が増加して
いることがわかる。	

 

図４ 対象公演901公演(時期区分別) 

（３）各主催団体の公演の傾向 

（i）	伝統組踊保存会	

	 図 5は伝統組踊保存会による組踊公演の上演回数

を示したものである。	

図５ 伝統組踊保存会の組踊公演 

公演の特徴として、古典組踊の割合が近年になるほ

ど増加している点が挙げられる。中でも古典組踊213

公演中 146 回が「執心鐘入」「二童敵討」「万歳敵討」

であり定番の演目であることがわかった。復活組踊

は復活組踊公演における復曲の取り組みや、復曲し

た演目の再演が見られた。新作組踊の上演は保存会

としては見られなかった。	

（ii）	国立劇場おきなわ	

	 図 6は国立劇場おきなわ自主公演における組踊公

演の上演回数を示したものである。

	

図６ 国立劇場おきなわ自主公演の組踊公演 

公演の傾向として、各組踊がバランス良く上演され

ていることが挙げられる。古典組踊は定番曲の上演

に加え注7)、劇場開場以前は上演頻度が低かった演目

の積極的な上演を行なっている他、伝統組踊保存会

により復曲された復活組踊の積極的な再演を行って

いる。一方で新作組踊の上演は企画公演と研究公演

において行われることが多く、調査対象期間には12

演目が上演された。	

（iii）	県内芸能団体	

	 図 7は県内芸能団体により上演された組踊の上演

回数を示したものである。	

 

図７ 県内芸能団体の組踊公演 

県内芸能団体の特徴として、古典組踊の上演頻度が

高く第 II 期以降新作組踊の上演が増加しているこ

とが挙げられる。古典組踊は 308 公演中 174 公演が

「執心鐘入」「二童敵討」「手水の縁」の上演だった。

一方で復活組踊の上演は殆ど見られなかった。新作

組踊の上演は第II期以降急増しており、これまでに

36演目が上演されている。	
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（４）小括 

 古典組踊は、全ての主催団体で「執心鐘入」「二童

敵討」の 2 演目の上演頻度が高いことから、定番演

目であることがわかった。国立劇場おきなわでは定

番演目に加え上演頻度が低い演目の積極的上演が見

られた。復活組踊は主に伝統組踊保存会による復曲

の取り組みと、国立劇場おきなわでの再演が見られ、

県内芸能団体による上演は少ない。新作組踊は伝統

組踊保存会としての上演実績はなく、国立劇場おき

なわにより 12 演目、県内芸能団体により 36 演目が

上演されていた。	

	 以上より、伝統組踊保存会は伝統的な組踊の上演、

国立劇場おきなわは上演頻度の低い演目の上演・再

演を通した組踊レパートリー拡大への取り組み、県

内芸能団体は定番の古典組踊の上演と多様な新作組

踊の上演が見られ、各主催団体により上演傾向が異

なることが明らかになった。	

 

５. 新作組踊の分析 

（１）調査対象・方法 

 調査対象は2003年度〜2015年度に上演された新作

組踊38演目とし、組踊の演目内容と演出内容の比較

を通して、新作組踊の創作意図と上演の実態につい

て明らかにすることを目的とした。表 6 は調査対象

とした新作組踊の一覧である。	

表６ 調査対象の新作組踊一覧 

 

（２）新作組踊の演目 

（i）	琉球・近現代沖縄に関連する演目(22 演目)	

	 38 演目中 20 演目が琉球・近現代沖縄を題材にし

た組踊であった。これらの新作組踊の創作背景とし

て「組踊のドラマ性の欠如」注9)が挙げられる。また、

単に物語を組踊として上演するのではなく、物語の

先に作者の「普遍的なテーマ」注10)が設定されている。	

（ii）	原作の組踊版アレンジ(8演目)	

	 38演目中8演目に原作の組踊版アレンジが見られ、

その作者全員が沖縄県立芸術大学学生・OB である。

原作の組踊版アレンジの創作背景として組踊の県内

外における周知度の低さが挙げられる。	

（３）新作組踊の演出 

（i）言語・衣装・音楽	

	 表 7は言語・衣装・音楽に関する演出の件数を示

したものである。	

表７ 言語・衣装・音楽 

 

 伝統的な演出と新しい演出で対応する要素として、

「言語」「音楽」「衣装」関する演出が挙げられる。

その中でも「言語」は 38 演目中 34 演目で琉球の言

葉が用いられており、残りの 4 演目は琉球の言葉と

共通語が併用されていたが、共通語の場合でもせり

ふは八八八六の琉歌形式で唱えられていた。また、

「音楽」は 35 演目で琉球古典楽器の使用が見られ、

残りの 3演目は洋楽器が併用されている。以上から、

組踊の聴覚的要素である「言語」と「音楽」の演出

において伝統様式を踏まえた上で新たな演出が模索

されていること言え、新作組踊の演出は組踊の本質

を踏襲していると考える。また、「衣装」は 3演目で

洋装が見られたが、これらの演目は沖縄の近現代史

を扱っており、新作組踊を表現する上で新しい演出

が不可欠であったと考える。	

（ii）その他の新しい演出	

表 8はその他の新しい演出の件数を示したもので

ある。	

表８ その他の新しい演出 

	
これらの演出を用いる要因として、鑑賞する上で

予備知識と想像力が必要とされる組踊の鑑賞の手

助けとしての役割が挙げられる。	

	 その他の新作組踊の演出の特徴として、公演ご

とに演出が異なる点が挙げられる。例えば、大城

立裕作「花の幻」は、2010 年度公演と 2012 年度

公演で演出が異なることが新聞記事から読み取れ

る 11)。	

（４）小括	

	 新作組踊が「組踊のドラマ性の欠如」と「組踊の

普及」という背景より創作され、新作組踊が多く上

演されている現状は、今日の組踊伝承が抱える課題
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を如実に表している。また、半数以上が「琉球・沖

縄に関連する組踊」であったことから、新作組踊は

「沖縄の芸能」として創作されていると言える。演

出の側面からは、組踊の本質を踏襲した上で新しい

演出を実験的に用い、新たな模索がなされているこ

とが明らかになった。そして、そのような新作組踊

の演出が公演毎に新たに工夫されていることから組

踊のドラマ性が再び創出されていると考える。	

	

６. 結論 

（１）総括 

 宮廷芸能として創始された組踊は、琉球処分以降

市井の芝居小屋、沖縄戦による台本焼失という危機

を乗り越え 1972 年より文化財としての伝承が開始

された。そして 2004 年の国立劇場おきなわ開場に伴

い舞台芸術としての伝承が始まった。開場以降の動

向として演目の多様化に伴う新作組踊上演の活性化

と実演家の多層化が明らかとなった。近年の組踊伝

承の特徴とも言える新作組踊は沖縄の伝統芸能とし

て創作・上演され、その演出は組踊の本質を踏襲し

ている。一方、その上演実態は、各主催団体が役割

を果たしながら、上演頻度の低い古典、復活組踊の

上演・再演による組踊レパートリーの拡大、古典組

踊の更なる洗練、新作組踊の実験的上演を通した組

踊の可能性の模索を行っていることが明らかとなっ

た。以上より、今日の組踊は、各主催団体が役割を

果たしながら、伝統と新しさが両輪となり各組踊が

相互に影響を与え合い伝承されていると結論づけた。	

（２）今後の展望と課題 

	 今後の組踊伝承は伝統的な組踊と新しい要素が相

互影響を与えながら、舞台芸術として公演の質を更

に向上していくことが求められるだろう。そのため

に組踊の周知度向上と組踊公演に対する積極的な批

評が必要であり、実演家が芸に集中できる環境の整

備も課題である。	

	 伝統芸能の伝承として、組踊のように古典を踏ま

えた上で現代の実演家によって新たな作品が創作さ

れ、古典と新作が影響を与え合うことで芸の質が向

上し、次世代へと変容しながら伝承されていく姿は、

他の伝統芸能においても理想的な伝承のあり方であ

ると考える。	

                                                   
脚注	
注1)	踊奉行は、国王や王妃などの年忌に王府より任命され、余興の

舞踊や音楽の設営にあたる役職であり、行事の都度任命される臨

時職である。	

                                                                               
注 2)	「敵討物」は野心を抱く者によって主君や父親を闇討ちされ

た主人公が仇討ちを果たす物語である一方、「世話物」の内容は多

岐に渡り、例として夫婦、親子の絆を描いたもの、姉弟が母のた

めに犠牲になろうとするもの、我が子を盗人に盗まれないとする

もの、恋愛もの、継子いじめ、鬼退治、などが挙げられる。	
注3)	組踊公演のスケジュールは年度毎に計画されるため、時期区分

を年度ごとに設定し分析を行った。	
注 4)	例えば 2009 年に「琉球舞踊」が国の重要無形文化財に指定、

「組踊道具・衣裳制作修理」が国選定保存技術に選定された際に

沖縄タイムスで 49 件の特集記事が組まれ記事件数が増加してい

る。	
注 5)	両紙の記事内容に大きな差が見られないため本論文では 2 紙

合計し分析を行った。	
注6)	1997 年より伝統組踊保存会が年間 2 演目ずつ廃絶曲の復曲を

行なっており2016年現在までに32演目が復曲された。	
注7)	国立劇場おきなわ 10 年誌には、「古典演目としては、<朝薫五

番>の『二童敵討』『執心鐘入』『銘苅子』『女物狂』『孝行の巻』の

他、『花売の縁』『手水の縁』『万歳敵討』などが多く上演されてき

た作品である」と記載されている(国立劇場おきなわ 10 年誌

(2014),	p.44)。	
注8)	ユネスコ無形文化遺産代表リスト記載の翌年である 2011 年度

は県外公演21件、海外公演9件の記事が見られたため、ユネスコ

代表リスト記載記念の県外・海外公演の実施が記事件数増加の一

因であると推測する。	
注9)	新作組踊を創作している芥川賞作家・大城立裕氏は、唱えと振

りのマニュアルに乗ればそれで組踊になるという理解が支配的で

あることへの危機感と観客を確保するために組踊が面白いドラマ

として訴えるエネルギーが求められると指摘している。	
注 10)	大城氏は、「こういう話がありましただけでは、つまらない。

その点、玉城朝薫は偉かった。作者の発見した普遍的なテーマが

厳然として存在した」(大城立裕(2001)「琉球楽劇集	真珠道」琉

球新報社p.137)と述べており、新作組踊とは単に組踊として新し

い物語を上演するのではなく、テーマを含有しているべきだと言

える。	
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